
5月初旬までに、自治会の防災計画に基づいて、年間行動目標を具体的に記入してください。 

令和６年度  自治会名（      ） 能登川地区自主防災力向上への取組事項(行動計画書) 

 

 

まちづくり協議会 

(事前レビュー） 
能登川地区自主防災力向上への取組事項 

自 治 会 活 動 まちづくり協議会 

（事後フォロー） 目   標 実 施 事 項 課   題 

4月 
自治会⾧会 
計画書(本紙)渡し 

5月の研修会迄に 

目標を記入 

 

5月 

自治会⾧ 

防災委員研修会 

 

5～6月 

防災ヒヤリング 

・計画書の内容 

 今年の重点 

 実施時の課題 

支援の要否 

・その他 

防災活動全般 

 

 

 

第１段階【想定される災害リスクの把握】 
①住民一人ひとりが地域の災害リスクを確認する 

□R3版ハザードマップを住民に周知する。 

□過去の災害記録の収集 

□地震被害想定(家屋倒壊・土砂災害・火災等)の把握 

□危険箇所の確認（まち歩き等） 

(地震・風水害・土砂災害・火災) 

②地域の災害リスクを自治会で共有する 

□町のハザードマップを作り、自治会で共有 

   

 

通期 

防災出前講座 

・互近助防災 

・防災マップ 

づくり(DIG) 

危険箇所点検 

まち歩き 

・避難所運営 

訓練(HUG) 

 

 

 

 

7-9月(随時) 

防災相談 

 

 

 

10-11月 

計画達成見通し 

計画結果記入 

ヒヤリング 

 

11月 

防災委員研修会 

ワークショップ 

・共通課題対策 

 

 

第２段階【災害への備え】 
①災害発生時の行動をひとり一人が決めておく 

□世帯別水害時避難方法の調査 

(住民の水害時避難行動の把握と共有) 

 □世帯別地震対策状況の調査 

  (耐震化､家具転倒防止等実施状況の把握と共有) 

②防災活動に取り組む組織体制の整備 

□防災計画の作成 

③災害発生時の具体的な対応を定める 

(地震・風水害・土砂災害・火災) 

□避難計画の作成（緊急連絡網、安否確認、 

避難誘導、初期消火、災害時要配慮者対応等） 

   

第３段階【防災訓練を実施】 
①防災訓練を実施する 

□訓練実施要綱の作成および訓練の実施 

②実施した訓練を検証する 

□訓練結果を検証し、修正・改善 

③避難時期の確認 

□マイタイムラインの作成 

   

第４段階  【災害時の地域間の連携】 
①地域の防災ノウハウを共有する 

□課題ごとのワークショップの開催 

□定期的な連絡会議の開催 

②災害時の地域間の助け合い事項を定める 

□自治会間の横断的な取組 

□避難所の運営 

   

10月末に、実施した事項と今後の課題を記入してください。 

取組段階 

1 段階別取組事項：実施済または実施中の事項には

□欄に☑を。今年度の重点取組事項には◎を記入 

2 目標：自治会が目標として取組む

事項を具体的に記入 

3 実施事項：目標に基づき、実施し

た事項を具体的に記入 

4 課題：実施した結果、今後懸念

される事項や課題を記入 


